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　　環境経営レポート
　　　　対象期間：2022年6月１日～2023年5月31日

　　　　　　　　　　　　　2023年12月10日発行

　　　　　　　有限会社　熊坂塗装



１．組織の概要

（１）事業所名及び代表者氏名

　　　　有限会社　熊坂塗装

　　　　代表取締役　熊坂　浩一

（２）所在地

　　　　認証・登録範囲：本社　神奈川県川崎市幸区古市場2-113-2

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

　　　　環境管理責任者　営業部　西田翼

　　　　連絡先　電話　　080-1028-6058

　　　　ｅ-mail　tsubasa.dr@gmail.com

（４）事業活動の内容

　　　　建設業（建築構造物の塗装及び防水工事）

本　　社

従業員数(人) 7人

延床面積(ｍ2) 10㎡

２．対象範囲

　　全組織・全活動　

　倉庫：神奈川県川崎市中原区上平間198

　　　　（2024年1月倉庫閉鎖し、2024年5月頃に本社を移転予定）
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　　環境経営体制

 

従業員 １．環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する。

EA21推進委員会

１、組織内の推進組織（経営会議、幹部会議などと兼ねることも可能）
２、経営改善と環境への取組を一体的に運用することにより、効果をより高めることが出来る。
３、環境管理責任者とEA21事務局のラインの中に入るのではなく、側面的に助言を行う。
４、全社的な組織とし、各部門からメンバーを募り、全社的なコンセンサスをまとめていくものとする。
５、事務的な作業については、事務局の助けを借りることが出来る。

EA21事務局

１．環境管理責任者の補佐、EA21推進委員会の事務局
２．環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施
３．環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
４．環境活動の実績集計、環境関連法規等取りまとめ表の作成
５．環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施
６．環境関連の外部コミュニケーションの窓口、環境活動レポートの作成

部門責任者

１．自部門における環境経営システムの実施、環境経営方針の周知、従業員に対する教育
　　訓練の実施、自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
２．自部門に関連する環境経営計画の実施及び達成状況の報告
３．特定された項目の手順書作成及び運用管理
４．自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト、訓練を実施、記録の作成
５．自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

役割・責任・権限

代表者

１．環境管理責任者の任命
２．環境経営方針の制定
３．エコアクション２１を運用し、維持するための経営資源を用意する
４．環境経営システムの定期的見直しの実施
５．社内情報の外部公開可否決定

環境管理責任者

１．環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善
２．社長への環境経営システムの実施状況報告
３．推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営
４．それぞれの業務・役割に応じ、必要な教育訓練を適切に計画・実施する
５．関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底
６．環境関連文書及び記録の作成・整理

代表者
熊坂 浩一

環境管理責任者

西田 翼

ＥＡ２１事務局
西田 翼

部門責任者
熊坂 通保

部門責任者
岩渕 克彦

EA21推進委員会
西田 翼
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３．環境経営方針

1.電力使用量の削減、車両用燃料使用量の削減により二酸化炭素排出量を低減します。

2.廃棄物の分別、リサイクルを積極的に実施し、廃棄物の削減に取り組みます。

3.化学物質の適正管理に努めます。

4.節水に努め、水使用量を削減します。

5.環境対応材料の提案を推進し、提供する製品やサービスで顧客の環境配慮に協力します。

6.環境に関する法規等を遵守します。

7.環境経営方針は、全従業員に周知します。全社員に環境教育を行い、環境保全の意識を向上させます。

有限会社熊坂塗装

代表取締役　熊坂　浩一

　　　　　　　　　環境経営方針

有限会社熊坂塗装は事業活動の環境負荷を認識し、地域の豊かな自然を次世代に伝
えます。
そのために従業員一同は環境問題の基礎的知識を高め、循環型社会の構築と地球温
暖化防止

２０２１年１０月１日制定
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基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

基準値に対し 1 ％削減 基準値に対し 2 ％削減 基準値に対し 3 ％削減 基準値に対し 3 ％削減

基準値に対し ％削減 基準値に対し ％削減 基準値に対し ％削減 基準値に対し ％削減

基準値に対し 1 件増 基準値に対し 2 件増 基準値に対し 3 件増 基準値に対し 4 件増

※軽油は環境目標に定めていないが二酸化炭素排出量総量に含んでいる。

電力の削減

ガソリンの削減

※二酸化炭素排出係数は東京電力の0.441kg-CO2/kWhを適用した。

13.0 14.0

件 件 件 件

5 環境配慮施工推進

環境配慮施工件数

11.0 12.0

件／年

10

適正管理 適正管理 適正管理4
化学物質使用量の

適正管理

塗料有機溶剤等

適正管理 適正管理

77.9 77.9

㎥ ㎥ ㎥ ㎥

3 水使用量の削減

水道使用量

79 78.7

㎥／年

80.3

20 20 19

㎥ ㎥ ㎥ ㎥

23.5 23.3 23.3

㎥ ㎥ ㎥ ㎥
2

廃棄物排出
量の削減

廃棄物
排出量
の削減

産業廃棄物排出量

24

再資源化率向
上に向けた建
設混合廃棄物

の削減

混合廃棄物量

20

二酸化炭素排出
量総量

12,132 12,010 11,887 11,887

kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2 kg-CO2

9,049

ガソリン <L>
2.32

2,776 2,748

L／年以下

2,748

L／年以下 L／年以下 L／年以下

2,805

8,957 8,957

kWh kWh kWh kWh

CO2
換算係

数

年　度　目　標

2023年度 2024年度 2025年度

1
二酸化炭
素排出量
の削減

電力使用量

0.441 9,142

㎥／年

24.0

５.環境経営目標

Ｎｏ 環境方針・目標項目
基準値

㎥／年

2022年度

kg-CO2

12,255

2,833

年間消費量

kWh／年

9,234

2020年度
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基準値に対し 1 ％削減

基準値に対し 1 ％削減

基準値に対し 1 ％削減

基準値に対し 1 ％削減

基準値に対し 1 ％削減

基準値に対し ％削減

基準値に対し 1 件増

※軽油は環境目標に定めていないが二酸化炭素排出量総量に含んでいる。

※〇：目標達成、×目標未達

2022年度 2022年度 

電力の削減

ガソリンの削減

○10

※二酸化炭素排出係数は東京宇電力の0.441kg-CO2/kWhを適用した。

・環境配慮施工の顧客への提案
に着手
・下請け工事の際にも、元請けに
提案し、施工件数を増やす。

11 12

件 件

〇

・外注も考えられるが、自製を優
先して検討する。
・水溶性塗料への切り替え
代替有機溶剤の調査を継続す
る。

適正管理 適正管理 適正管理

件／年

環境配慮施工件数

4
化学物質使用量の

適正管理及び代替製品の
調査

・代替有機溶剤の調査 塗料有機溶剤等

5 環境配慮施工推進

・対象環境配慮施工の特定
・環境配慮施工の新規開発

〇3 水使用量の削減
・節水コマ、元栓絞込
・配管水漏れチェック

水道使用量 ・元栓絞込、節水コマの効果が
見られた。生活用水を使用する
延べ人数が少なかった。施策は
継続する。

79.5 21.0

㎥ ㎥

11.5

㎥

19.8

〇

㎥

・下請け工事の際には廃棄物 の
引き取りを依頼。 ・業者への梱
包材の持ち帰りを徹底すべく協
力依頼
・次年度も継続する

23.8 11.94

㎥ ㎥

○
・仕事量の関係で混合廃棄物は
少ななかったが更に分別の細分
化や徹底を図っていく。

2
廃棄物排出
量の削減

廃棄物
排出量
の削減

・産業般廃棄物の分別
・梱包材の持ち帰り（業者）

産業廃棄物排出量

再資源化率向
上に向けた建
設混合廃棄物

の削減

・分別の細分化
・分別の徹底

混合廃物量

㎥／年

20

○
12,255二酸化炭素排

出量総量

12,132 7,959

kg-CO2 kg-CO

・エコドライブの徹底ができた。
・次年度も継続する。

ガソリン <L>

2.32

2,805 1,910

L L2,833

年間消費量

〇

６．環境経営計画、環境目標の実績、取組結果と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その評価及び次年度の取組内容

Ｎｏ 環境方針・目標項目 環境活動計画
基準値

kWhkWh

1
二酸化炭素
排出量の削

減

・ＬＥＤ照明への切り替え
・事務所使用していない時の消
灯
・エアコン温度設定最適化

電力使用量

0.441

・アイドリングストップの実行
・エコドライブの実施
・夏季以外のカーエアコンの抑制
・積み荷の適正化
・訪問先や工事現場までの最適
なルート化

CO2
換算係数

　目　標 実績 達成
区分

評価及び次年度の
取り組み内容

〇

・こまめに消灯し、エアコンも不使
用時の電源オフを徹底した。　　・
また、事務作業をする回数が少
なかったため、達成できたと考え
られる。　　　　　　　　　　　　　・次
年度も継続する。

9,142 4,091

2020年度

9,234

kWh／年

㎥／年

80.29

㎥／年

24.0

kg-CO2



６．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。

遵守年月日
（2023/3/31）
確認者；西田翼

〇

〇

〇

〇

〇

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

７．代表者による全体評価と見直しの結果

（１）全体評価

（２）見直しの結果

①エコドライブの実施を全従業員間で1部徹底できていなかったので、再度運転者教育を行い、

エコドライブを徹底するようにする。

④環境配慮施工数を増やし、当社の新たなビジネスにつなげていきたい。環境方針、環境目標、環境計画は

継続する。

⑤実施体制は、変更の必要なし。

フロン排出抑制法

業務用空調機があったら、該当。簡易点検が必要ですが、業務用空
調機が無ければ非該当です。
該当であれば、「業務用エアコンの点検、管理。冷媒用フロンの適正
回収、破壊の措置。

目標を達成で来ている項目もあり変化率も大きいが、達成できていない項目に関しては前年度に見られた改善点が
修正できていない、またごみの分別などで徹底ができていなかったので、「廃棄物・資源」の項目に力を入れていきた
い。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　来年度に
は本社の移転が決定しているので、設備等をできるだけ環境対応にするよう努める。

②廃棄物に関して分別・削減努力が徹底されていなかったので、もう一度全従業員に周知徹底を行い、廃棄物の削
減及び再資源化率の向上に努める。

③エネルギーの削減は、エコドライブの徹底や一日に稼働する車両台数を可能な限り減らすなどして、さらに削減さ
せていく。電気に関しても電動工具の充電器外し忘れなどをなくし、削減していく。

騒音・振動規制法 指定地域内の特定建設作業、空気圧縮機（横浜市生活環境保全条例適用）

消防法（危険物） 指定数量以上の危険物（塗料、有機溶剤）適正保管等。

適用環境関連法規等 適用される事項（施設、物質、事業活動等）

廃棄物処理法 産業廃棄物（金属クズ、廃プラ、廃油等）の適正管理

建設リサイクル法 対象建設工事受注者、特定建設資材廃棄物の再資源化
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